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自治会役員の皆さま、1年間お疲れ様でした 

ひろばドリーム 

自治会役員として６年、会長としては４年目の任期が過ぎました。たっ

た６年の間でも、自治会のおかれた状況や周りの環境は大きく変わりま

した。小さなお困りごとが増え、特に自治会職員の作業量はかなり増え

ました。現在の会則規程により、今期私は自治会役員を退任します。残

念ながら今年度は、未曽有のパンデミックリスクのため、会則の改定を

検討してやっと改定案を提案できるようになったことは出来ましたが、

それを除くと当初の計画が殆ど実施できませんでした。 

今後は特に防災面で、次年度自治会役員や防災隊と協力し、何らかの

形で継続して活動したいと考えています。今まで至らぬところが多々あ

ったと思いますが、長い間のご支援、ご協力真に有難うございました。 

会長 塚本 英史 

 

役員として、皆様と共に活動させていただきました。ありがとうございま

した。 

 さて、一年のうち印象深い活動といえば防災隊の井戸点検です。４つ

の井戸を回り、床を掃いて機械を布で磨きます。地面にある鉄の蓋を

開け蛇口の土埃をはらいます。水しぶきを浴び四つん這いになり泥だ

らけの作業。「ありがとう。ご苦労様」通りがかった住民の方が声をかけ

ます。防災隊の日頃の活動がすっかり私たちの生活に馴染んでいるの

がわかりました。 

 皆様お世話になりました。                副会長 A 井上 のぶ子 

役員になって、あっという間に 1年が過ぎました。 

人が集まることが難しい日々で、「お祭り」などのイベントもほとんどな

く、あまり活動らしい事もできませんでした。 

「お祭り」担当としては、申し訳ないような気持ちです。 

 早くこれまでの日常が戻りますよう期待し、また機会があれば、自治

会活動のお手伝いをしたいと考えています。 

 1年間お世話になり、ありがとうございました。 

副会長 B 佐藤 光司 

 

２年間お世話になりました。２年目も役員の一翼を担うことになり、

年頭の挨拶で「小さなことからコツコツと・・」と書きましたが、終わりに

あたって「あなたは何をしましたか？」と問われると「コレとコレをこの様

にしました」と明言できないことは残念です。 

人との交流がはばかられ、多くのイベントが中止になる中で、作品展

を開催することができました。小規模な事でも交流の場を設けることが

できないかと話し合いを重ねた結果、幸運なことに役員会で多数の賛

成を得ました。前年の出展者の方々に参加の是非の問い掛けを行い、

賛同を得、皆さんのご協力で１１月３日に展示会を迎えることが出来ま

した。 

一年間気持ちを込めて制作した作品を発表する場所と時間を確保

できました。外出が歓迎されない中でしたが、ゆったりした時を過ごす

ことができたように感じました。次の作品展では新しい人が参加される

ことを願っています。 

２年間で切実に感じたことは、自治会役員は【やりたくない】感です。

何をどの様に改善すれば、高齢になっても継続が可能で、大きな負担

なく役員を引き受けられるのか、会員（ハイツ住民）が自分の事として

考え、楽しみながら活動出来る自治会を考えていきませんか。 

副会長 C 高橋 澄子 

 

『高齢者が元気で、子ども達が可愛がられる・・・そんなハイツに！』 

ある会合で、ある方がそう言ってました。素敵！そんなことを考えてい

る人がハイツにはいるんだ！！ でも、元々は自治会ってそういうハイ

ツを創ることから出発していたんだ。役員になって目の前のことに右往

左往しながらやってきたけれど、目的はそこで、みんなそうなってほしい

から自治会活動も頑張っていたんだ！ 目からウロコでした。 

これからもハイツがことばの交わし合えるあたたかな空気の流れる町

に、子ども達の笑い声が響いて大人達が微笑ましく見守るそんなハイ

ツになっていけるように、役員は降りますがこれからも出来ることをお

手伝いできたらと思います。高齢者でも出来るように役員の仕事が軽

減されていくと良いですね。           事務局長 川島 佐和子 

思いもよらず口説かれ会計を担当することになりました。伝票の整理、

銀行の出入、夜の 7 時に 50 万円(役員活動費)のお金をお腹に巻き、

コートのボタンを下まで締め、会議に出席したことがありました。 

役員の顔も良くわからないままの一年でしたが、無事に終えることが

できました。色々助けて頂いた事務局員のお二人、ありがとうございま

した。                             会計 坂内 美恵子 

 

自治会役員退任の挨拶 

改革を楽しみましょう 
役員任期が現状の１年間から２年間に提案されます。自治会の存続が

必要であろうか？と思われるかもしれませんが必要な組織だと思い

ます。 

新役員として担当の仕事に対しても、どこから手を付けていいものか

…。特にイベントでは目先のことをこなすのが精一杯です。引継ぎを

しっかりすれば、と思われそうですが、そう簡単ではありません。や

はり経験者に相談しながら進行することに越したことはありません。

そして一年間の経験で無駄な事、直せる事、充実させた方がいい事な

どを２年目で提案し検討する時間が確保されます。 

今年度試みた改革 
ドリームフェスタ作品展の会場作りは、初めて役員になった人が任さ

れても、右往左往するだけで適切な措置が取れません。それに対応で

きるのが長年出展者として関わってきた人達です。 

作品展の準備をするにしても、作品を展示するボードの保管場所、ボ

ードの組み立て方など見当もつかず、その上「これは、あれは？」と

聞かれても 1年目の役員は答えることが出来ず困りました。 

そこで今年度は出展者と相談の上「作品展運営委員会」を発足し、誰

が何を担当するのか内容を精査し、開催しました。反省会でも運営委

員会方式の試行錯誤を続けて良くして行きたいと皆さんのご意見で

した。役員は運営委員の補助をすればよくなり一方で運営もスムーズ

に行きました。 

“こうしたら良いのに…”という役員の経験を活かして小さな事を重

ねて、より良い方向に進める事は出来ると思います。         

〈副会長Ｃ 高橋 澄子〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆資源物売却報告 ＜会計より＞ 

1 月（12 月回収資源物分) 

品 種 ダンボール 新聞 雑誌 ﾐﾙｸｶｰﾄﾝ 古布 アルミ缶 

発生量（kg） 2,890 2,080 7,950 80 840 410 

売却金  4,100 

2 月（1 月回収資源物分） 

発生量（kg） 2,150 990 5,420 160 550 390 

売却金  3,900 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 回収後にゴミを捨てないでください！ 

★ カラスがゴミを荒らしています！ 

ゴミはなるべく奥の方から積んでください。 

★ ハトやカラスに餌をあげないで！ 

ベランダやヒサシへの糞害がなくなりません。 

★ 危険です！ 

窓やベランダから、歩きながら、タバコの吸い殻を

すてないでください。 

環境衛生部より 

編集後記 

ハトやカラスの問題は深刻です。大規模修繕でせっかくきれい

になったのに、手の届かない日さしの屋根が糞で汚れ、ゴミの

日のカラスは暴れ放題！ どうか餌はやらないでくださいね。 

＜広報部＞ 

防災マニュアルは、新しくなりました。 

大震災が起きた時のことが詳しく載っています。 

防災通信 21 号のマニュアルは最新号に差し替えて下さい。 

火事の時は、非常ベルを押し、近所の皆さんで協力して 

消火する。消防署にも連絡する。 

炎が天井まで届いたら、窓・ドアを閉めて（空気の供給 

を断つため）避難する。 

エレベーターを使用中停電で止まった時は、非常用電源 

が動き最寄りの階で止まりドアが開きます。照明もつき 

ます。慌てないで行動して下さい。 その後、エレベー 

ターは停電が復帰するまでは使えません。 

今年度を振り返ると、自治会活動が制限されているなかでドリームフェ

スタ作品展が感染予防対策を行なって開催され、何事もなく無事終了

出来たこと、皆様のご協力に感謝いたします。運営委員会について議

案書活動報告に記載させて頂きましたのでよろしくお願いいたします。 

また、急速に高齢化が進んでいるドリームハイツにおいて、自治会の役

割及び活動がますます大事なものになると痛感させていただきました。 

一年間ありがとうございました。 

文化青少年部 部長 佐藤 隆  

副部長 要田 義人 

役員を引き受け不安と戸惑いの中あっと言う間の 1年でした。 

ハイツ内のゴミについては自宅で過ごす時間が多くなった事から、家

庭ゴミが多くなりました。日頃お世話になっている大正地区センターの

裏庭の草刈りも行いました。また資源環境局より一時古布の自宅保管

についてのお願いがありました。 

コロナ禍でも台風や大雨でも休む事なくゴミの回収をして下さる環

境局の方々に感謝の気持ちでいっぱいです。そしてゴミ置場をきれい

にしてくださるクリーンレディの方達にも本当にお世話になりました。反

省点など色々ありますが、一年間ありがとうございました。 

環境衛生部 部長 春名 祐子 

副部長 近藤 多津子 

あっと云う間の一年間でした。 

パトロールだけの一年でしたが色々な事が中止になって、もの足りない

様な…。 それでもパトロールは皆さんの協力で頑張りました。 

1日も早くコロナが終息して 元のハイツ、元気なハイツ、頑張ってるハ

イツに、なってほしいと思います。 

防犯交通部 部長 北上 貞子 

副部長 石井 光子 

 
 

入居して 5年、人生初めての自治会活動でした。ひろばドリーム用にハ

イツ内を歩き、季節ごとの写真をたくさん撮ることで、公園や草花がき

れいに手入れされていることに感謝し、四季を味わうことができました。 

ひろばドリームはお役に立てたでしょうか？ それが一番気なるところ

です。 いつもお読みいただき、ありがとうございました。 

広報部 部長 中村 いづみ  

役員になった事で、ハイツの住みやすさは自治会など様々な方々の働

きと、住民の理解で成り立っている事に気づかされました。そして、普段

空気の様に感じている当たり前の事がありがたく感じられる様になりま

した。この力は災害などの時に一番心強いものになると思っています。

赤ちゃんからお年寄りまで住みやすいハイツであってほしいです。 

広報部 副部長 阿知波 リサ 

ドリームハイツに住む皆さんは、 

在宅避難が原則です。 

小学校体育館の避難所へ 

行ってはいけません。 

地震の際の安否確認は、 

「いっとき避難所」で行う 

のが原則ですが、高齢や病気 

の方は、玄関ドアや窓から班 

長さんに「安否」を知らせて 

下さい。 

 ※マニュアルにはありませんが、緊急地震速報がテレビ

等で出た時は、すぐに火を消して下さい。 

「防災通信」をお読みください！ 

各種行事が相次いで中止となって行く中で、厚生部に於いては９月に

敬老品の手配・配達、１１月に灯油の販売・立合い、そして消化器の販

売・購入・廃棄の立合いと三密を避け、ソーシャルディスタンスを気にし

ながら、行事をこなす事ができました。１年間務める事が出来たのも皆

様方のご協力のお陰だと感謝しております。 

厚生部 部長 君島 忠男 

副部長 沖 輝文 
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